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１．本市の学校施設の概要

建築概要︓学校施設 小学校・中学校（Ｈ29計画策定時）

東京都府中市 市内小・中33校所在地

合計 561,479㎡（小学校22校︓計 351,076㎡、中学校11校︓計 210,403㎡）敷地面積

合計 260,618㎡（⼩学校校舎＋体育館︓計 146,236㎡、中学校校舎＋体育館＋武道場︓114,382㎡）延床面積

鉄筋コンクリート造構造

⼩学校校舎︓地上3〜4階、中学校校舎︓地上3〜5階（体育館は一部地下あり）階数
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１．本市の学校施設の概要

学校施設の⽼朽化について 学校施設の築年数（Ｈ29計画策定時）
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１．本市の学校施設の概要

学校ごとの児童・生徒数 〜 今後10年の増減傾向（Ｈ29計画策定時）

児童数 Ｈ29 13,491人

Ｒ4 13,657人

Ｒ9 13,239人

生徒数 Ｈ29 5,877人

Ｒ4 6,198人

Ｒ9 6,331人
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１．本市の学校施設の概要

１
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２．本市の学校施設⽼朽化対策のスケジュールとＣＭ業務

計画の策定、実施、評価、改定
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２．本市の学校施設⽼朽化対策のスケジュールとＣＭ業務

Ｈ29.8⽉に⽼朽化調査の報告と合わせ、早期改築着⼿校２校を選定。
Ｈ30から市議会に学校施設⽼朽化対策特別委員会が設置され、計画策定を１年延伸。

当初スケジュール(Ｈ29.4) 変更後のスケジュール

Ｈ26
〜28

全33校で⽼朽化調査

Ｒ4

改築・⻑寿命化計画の
策定

各学校の⽼朽化対策に
着手

全33校で⽼朽化調査

改築・⻑寿命化計画の
策定

早期改築着手校の選定

基本構想/設計者選定

基本計画・基本設計

実施設計

改築工事

改築・⻑寿命化計画の策定⽀援業務に、改築事業の企画業務を追加し、ＣＭ業務へと移⾏。
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３．CM事業者への期待と成果

CM事業者に対しては、教育委員会事務職２名の建築技術・知識的な⽀援（ハード⾯）に加えて、教育委
員会と市⻑部局・学校・地域・協議会等との連携・合意形成（ソフト⾯）を期待した。

事業推進
意⾒調整
（ソフト面）

❷⽼朽化対策の総事業費と将来スケ
ジュールの算定と庁内合意

❸計画策定時期の遅れに伴う⽼朽化
対策着手の遅れへの対応

❹改築時の公⽴学校としての標準的な
整備水準の設定

発注者の課題 成果

❷2年で2校のペース、32年間で整備する
将来スケジュール。総事業費1370億に対
し、改築基⾦による財源確保。

❸計画策定と並⾏して「早期改築着⼿校」を
選定、改築事業をスタート。

❹改築後に、公平な教育環境を保てるよう、
改築時の整備方針を、改築・⻑寿命化計
画内に定めた。

技術検討
整備期間・費用
（ハード面）

❶⽼朽化対策実施校の順位付けや整
備手法(改築/⻑寿命化改修)の検討

❶⽼朽化調査を踏まえ、整備順序のグルー
プ分け。建築年数・児童⽣徒推計等を考
慮し、理論的に改築事業を選択。

円滑に
改築事業を
⽴ち上げる

❺改築の実施時期が遅い学校の大規
模改修の検討

❺『学校施設大規模改修整備方針』を作成
し、学校施設の「改築」と「大規模改修」の
両輪で計画的に取り組むことができている
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４．業務内容 〜 全体像 〜

本計画と関連計画の関係性

（抜粋）

本市では、「インフラ⻑寿命化基本計画」

に基づく⾏動計画として、「府中市公共施

設等総合管理計画」を定めています。

本計画は、⽂部科学省の要請に基づき、

府中市公共施設等総合管理計画を

踏まえ、市⽴⼩・中学校の具体的な整備

方針を定める個別施設計画として策定す

るものです。
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４．業務内容 〜 全体像 〜

（１）目標設定
（２）学校施設を取り巻く現状と課題の整理
（３）ソフト面の方針を市とともに検討、取りまとめ、原案を作成
（４）ハード面の方針を市とともに検討、取りまとめ、原案を作成
（５）協議会の運営支援等
（６）学校施設改築・⻑寿命化改修計画の原案を策定
（７）計画の継続的運用方針
（８）パブリックコメントの実施

（１）基本計画（複数案の検討）の内容確認
（２）基本設計の内容確認
（３）実施設計の内容確認
（４）実施設計内容に基づく積算費用検証
（５）特殊機器・家具・備品・ICT(情報通信機器)など付帯工事の対応
（６）工事発注段階・工事実施段階
（７）竣工引渡し段階
（８）各会議体の運営支援・補助

●１年間延伸
（１）「パブリックコメントの実施支援」
（２）本計画の策定に伴う計画書の製本」

主な業務内容

発注者技術支援業務委託
早期改築着手校「第八小学校・第一中学校」

発注者技術支援業務委託
早期改築着手校「第八小学校・第一中学校」

府中市学校施設改築・⻑寿命化
改修計画策定支援業務委託

府中市学校施設改築・⻑寿命化
改修計画策定支援業務委託

計画策定期間
１年間延伸
計画策定期間
１年間延伸

業務内容変更に伴う契約変更協議書を締結

早期改築着手校「基本構想の作成」
「設計者の選定」

早期改築着手校「基本構想の作成」
「設計者の選定」

委託業務の追加（技術的支援）

▼業務着手

●委託業務の追加
（１）「基本構想の作成」
（２）「設計者の選定」
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CM事業者への期待と成果 ❶

５．業務プロセスと成果

事業推進
意⾒調整
（ソフト面）

❷⽼朽化対策の総事業費と将来スケ
ジュールの算定と庁内合意

❸計画策定時期の遅れに伴う⽼朽化
対策着手の遅れへの対応

❹改築時の公⽴学校としての標準的な
整備水準の設定

発注者の課題 成果

❷2年で2校のペース、32年間で整備する
将来スケジュール。総事業費1370億に対
し、改築基⾦による財源確保。

❸計画策定と並⾏して「早期改築着⼿校」を
選定、改築事業をスタート。

❹改築後に、公平な教育環境を保てるよう、
改築時の整備方針を、改築・⻑寿命化計
画内に定めた。

技術検討
整備期間・費用
（ハード面）

❶⽼朽化対策実施校の順位付けや整
備手法(改築/⻑寿命化改修)の検討

❶⽼朽化調査を踏まえ、整備順序のグルー
プ分け。建築年数・児童⽣徒推計等を考
慮し、理論的に改築事業を選択。

円滑に
改築事業を
⽴ち上げる

❺改築の実施時期が遅い学校の大規
模改修の検討

❺『学校施設大規模改修整備方針』を作成
し、学校施設の「改築」と「大規模改修」の
両輪で計画的に取り組むことができている
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５．業務プロセスと成果 ︓ [ハード面] 整備順序グループ分け

業務の成果 ※府中市HPより

築年数が５０年を超える建物が多くあることから
当面は「改築」を中心とした計画

築年数が５０年を超える建物が多くあることから
当面は「改築」を中心とした計画
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５．業務プロセスと成果 ︓ [ハード面] ⽼朽化対策の検討に当たって

業務の成果 ※府中市HPより

鉄筋コンクリート造の耐用年数や
老朽化対策の手法に関する一般的な考え方を整理

鉄筋コンクリート造の耐用年数や
老朽化対策の手法に関する一般的な考え方を整理
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５．業務プロセスと成果 ︓ [ハード面] ⽼朽化対策の基本的な在り方

業務の成果 ※府中市HPより

築年数が５０年を超える建物が多くあることから
当面は「改築」を中心とした計画

築年数が５０年を超える建物が多くあることから
当面は「改築」を中心とした計画
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５．業務プロセスと成果

事業推進
意⾒調整
（ソフト面）

❷⽼朽化対策の総事業費と将来スケ
ジュールの算定と庁内合意

❸計画策定時期の遅れに伴う⽼朽化
対策着手の遅れへの対応

❹改築時の公⽴学校としての標準的な
整備水準の設定

発注者の課題 成果

❷2年で2校のペース、32年間で整備する
将来スケジュール。総事業費1370億に対
し、改築基⾦による財源確保。

❸計画策定と並⾏して「早期改築着⼿校」を
選定、改築事業をスタート。

❹改築後に、公平な教育環境を保てるよう、
改築時の整備方針を、改築・⻑寿命化計
画内に定めた。

技術検討
整備期間・費用
（ハード面）

❶⽼朽化対策実施校の順位付けや整
備手法(改築/⻑寿命化改修)の検討

❶⽼朽化調査を踏まえ、整備順序のグルー
プ分け。建築年数・児童⽣徒推計等を考
慮し、理論的に改築事業を選択。

円滑に
改築事業を
⽴ち上げる

❺改築の実施時期が遅い学校の大規
模改修の検討

❺『学校施設大規模改修整備方針』を作成
し、学校施設の「改築」と「大規模改修」の
両輪で計画的に取り組むことができている

CM事業者への期待と成果 ❷
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整備期間：３２年間

２年ごと

２校のペース

年度(令和) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

計画 策定 見直し

基 実 工 事

基 実 工 事

基 実 工 事

基 実 工 事

基 実 工 事

基 実 工 事

基 実 工 事

基 実 工 事

基 実 工 事

基 実 工 事

基 実 工 事

基 実 工 事

基 実 工 事

基 実 工 事

基 実 工 事

基 実 工 事

基 実 工 事

基 実 工 事

基 実 工 事

基 実 工 事

基 実 工 事

基 実 工 事

基 実 工 事

基 実 工 事

基 実 工 事

基 実 工 事

基 実 工 事

基 実 工 事

基 実 工 事

基 実 工 事

早期改築着手校
（八小・一中）

次期実施校
（三小・六小）

第１グループ
小学校８校
中学校２校
計１０校

(次期実施校含む)

第２グループ
（十小・三中・五中を除く）

小学校１２校
中学校６校
計１８校

[凡例]■基本設計、■実施設計、■工事施工

学校施設の整備スケジュール

５．業務プロセスと成果 ︓ [ハード面] ⽼朽化対策の基本的な在り方
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５．業務プロセスと成果

事業推進
意⾒調整
（ソフト面）

❷⽼朽化対策の総事業費と将来スケ
ジュールの算定と庁内合意

❸計画策定時期の遅れに伴う⽼朽化
対策着手の遅れへの対応

❹改築時の公⽴学校としての標準的な
整備水準の設定

発注者の課題 成果

❷2年で2校のペース、32年間で整備する
将来スケジュール。総事業費1370億に対
し、改築基⾦による財源確保。

❸計画策定と並⾏して「早期改築着⼿校」を
選定、改築事業をスタート。

❹改築後に、公平な教育環境を保てるよう、
改築時の整備方針を、改築・⻑寿命化計
画内に定めた。

技術検討
整備期間・費用
（ハード面）

❶⽼朽化対策実施校の順位付けや整
備手法(改築/⻑寿命化改修)の検討

❶⽼朽化調査を踏まえ、整備順序のグルー
プ分け。建築年数・児童⽣徒推計等を考
慮し、理論的に改築事業を選択。

円滑に
改築事業を
⽴ち上げる

❺改築の実施時期が遅い学校の大規
模改修の検討

❺『学校施設大規模改修整備方針』を作成
し、学校施設の「改築」と「大規模改修」の
両輪で計画的に取り組むことができている

CM事業者への期待と成果 ❸
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５．業務プロセスと成果 ︓ 早期改築着手２校 [事業⽴上げのスケジュール]

平成２９年度

（２０１７年度）

平成３０年度

（２０１８年度）

平成３１年度／令和元年度

（２０１９年度）

令和２年度

（２０２０年度）

令和３年度

（２０２１年度）

平成２８年度

（２０１６年度）

個別施設計画策定

『府中市学校施設 改築・⻑寿命化改修計画』

老朽化対策調査

（平成２６〜２８年度）
早期改築着手校（設計段階） 同（工事段階）

平成28(2016)年度〜令和３(2021)年度

発注者技術支援業務委託
早期改築着手校「府中第八小学校・府中第一中学校」

発注者技術支援業務委託
早期改築着手校「府中第八小学校・府中第一中学校」

早期改築着手校「基本構想の作成」
「設計者の選定」

早期改築着手校「基本構想の作成」
「設計者の選定」

府中市立府中第八小学校及び府中第一中学校改築に
伴う基本計画及び基本・実施設計業務委託に関する
公募型プロポーザル（２校を同時に設計）

＜準備＞
●実施概要・仕様書・特記仕様書・様式集作成支援

＜公告以降＞
●実施要項等の公表 平成３０年１２月下旬
●１次審査【８社】 平成３１年１月下旬
●２次審査【５社】 平成３１年３月下旬
（プレゼンテーション及びヒアリング）

「府中市立府中第八小学校改築に伴う基本構想」
「府中市立府中第一中学校改築に伴う基本構想」

（※右記の「応募予定者」に参考資料として配布・閲覧）

＜作成内容＞
１ 基本構想の背景と目的
２ 現状分析
３ 整備方針
４ 与条件の整理

(1)配置の条件、(2)教育環境の充実、(3)地域との連携
(4)各室の条件、(5)改築の施設規模及び事業スケジュール

５ 配置の検討

「設計者の選定」業務内容「基本構想の作成」業務内容
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５．業務プロセスと成果 ︓ 早期改築着手２校 [基本構想の策定]

●八小:基本構想

●一中:基本構想 ●建物現況/生徒数推移

●建物現況/児童数推移

●各室条件

●各室条件

●配置検討（現況に近い/校舎北/校舎⻄）

●配置検討（校舎北/南/⻄/東配置）
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５．業務プロセスと成果

事業推進
意⾒調整
（ソフト面）

❷⽼朽化対策の総事業費と将来スケ
ジュールの算定と庁内合意

❸計画策定時期の遅れに伴う⽼朽化
対策着手の遅れへの対応

❹改築時の公⽴学校としての標準的な
整備水準の設定

発注者の課題 成果

❷2年で2校のペース、32年間で整備する
将来スケジュール。総事業費1370億に対
し、改築基⾦による財源確保。

❸計画策定と並⾏して「早期改築着⼿校」を
選定、改築事業をスタート。

❹改築後に、公平な教育環境を保てるよう、
改築時の整備方針を、改築・⻑寿命化計
画内に定めた。

技術検討
整備期間・費用
（ハード面）

❶⽼朽化対策実施校の順位付けや整
備手法(改築/⻑寿命化改修)の検討

❶⽼朽化調査を踏まえ、整備順序のグルー
プ分け。建築年数・児童⽣徒推計等を考
慮し、理論的に改築事業を選択。

円滑に
改築事業を
⽴ち上げる

❺改築の実施時期が遅い学校の大規
模改修の検討

❺『学校施設大規模改修整備方針』を作成
し、学校施設の「改築」と「大規模改修」の
両輪で計画的に取り組むことができている

CM事業者への期待と成果 ❹
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５．業務プロセスと成果 ︓ [ソフト面] 学校アンケート 対象・回答

八小・一中改築に当たっての取組
●アンケート（市内全小6中2年生とその保護者）

八小・一中改築に当たっての取組
●アンケート（市内全小6中2年生とその保護者）

業務の成果 ※府中市HPより

（１）実施期間平成３０年６⽉１⽇〜６⽉１３⽇

（２）対象者８,４３４人

①全小学校の小学 6 年生児童及びその保護者

②全中学校の中学 2 年生生徒及びその保護者

（３）アンケート児童・生徒用と保護者用の計２種類※内容は別紙参照

（４）回答者数／対象者数（回答率）

①全小学校の小学６年生 ２,００７人／２,２６０人（８８.８％）

②全小学校の小学６年生の保護者１,１５５人／２,２６０人（５１.１%）

③全中学校の中学２年生 １,８９０人／１,９５７人（９６.６％）

④全中学校の中学２年生の保護者 ８５１人／１,９５７人（４３.５％）
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５．業務プロセスと成果 ︓ [ソフト面] アンケート結果︓⼩学⽣

全校小学６年生
「好きな部屋や場所」の番号と理由

全校小学６年生
「好きな部屋や場所」の番号と理由

業務の成果 ※府中市HPより

全校小学６年生
「好きではない部屋や場所」の番号と理由

全校小学６年生
「好きではない部屋や場所」の番号と理由
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５．業務プロセスと成果 ︓ [ソフト面] アンケート結果︓中学⽣

全校中学２年生
「好きな部屋や場所」の番号と理由

全校中学２年生
「好きな部屋や場所」の番号と理由

業務の成果 ※府中市HPより

全校中学２年生
「好きではない部屋や場所」の番号と理由

全校中学２年生
「好きではない部屋や場所」の番号と理由
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５．業務プロセスと成果 ︓ [ソフト面] アンケート結果︓保護者

お子様が通う学校の活動や施設について
「独自性があると思うもの」
「未来に受け継ぎたいもの」

お子様が通う学校の活動や施設について
「独自性があると思うもの」
「未来に受け継ぎたいもの」

業務の成果 ※府中市HPより

各学校での主な回答は次のとおり。
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５．業務プロセスと成果 ︓ [ソフト面] アンケート結果︓保護者

市内小学校・中学校の老朽化対策に関する
計画を検討していることを

ご存知でしたか？

市内小学校・中学校の老朽化対策に関する
計画を検討していることを

ご存知でしたか？

業務の成果 ※府中市HPより

何でお知りになりましたか？何でお知りになりましたか？

全校のアンケート結果では、老朽化対策に関する計画を検討し

ていることを「知っていた」と答えた人が 218 人（25.6%）、

「知らなかった」と答えた人が 625 人（73,4%）となった。

全校のアンケート結果では、老朽化対策に関する計画を検討してい

ることを「市のホームページ」で知った人が 2２人（8.9％）、「市

からの配布物」で知った人が 119 人（48.4％）、「PTAやコミュニ

ティスクール協議会関係者」から知った人が 64 人（26.0％）、「そ

の他」が 41 人（16.7％）となった。「その他」と回答した人のコメ

ントでは、「子供から聞いた」、「知り合いから聞いた」、「学校

から聞いた」といった回答があった。
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５．業務プロセスと成果 ︓ [ソフト面] 未来の学校づくりに向けたワークショップ

ワークショップでは、児童・生徒が中心となり、
学校の気になる場所についてグループごとに議論を行い、

新しい学校について考えました。

ワークショップでは、児童・生徒が中心となり、
学校の気になる場所についてグループごとに議論を行い、

新しい学校について考えました。

業務の成果 ※府中市HPより

児童・生徒たちは 普段の学校生活で感

じる学校施設の現状や要望について話し

合い、どのようにすればもっと良い場所

になるのかを、限られた時間の中で試行

錯誤しながら幅広くアイデアを出し、模

造紙にまとめました。模造紙には、付箋

を貼り付けたり、レイアウト図を描いた

りと、絵・図等を用いて紙面いっぱいに

カラフルに表現しました。

各班3分程度で､議論した内容を発表しま

した。各班とも、自分達の想いを熱心に

語り、児童・生徒たちの自由な発想力と

提案が示されました。

府中第八小学校 3,4,6年生 18人 府中第一中学校 2年生 20人
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５．業務プロセスと成果 ︓ [協議会運営支援] 〜 計画素案とりまとめ

府中市学校施設老朽化対策の推進について
（答申）

府中市学校施設老朽化対策の推進について
（答申）

業務の成果 ※府中市HPより

平成２９年７月２６日付け２９府教施発第３５号で諮問のありました
次の事項について、府中市学校施設老朽化対策推進協議会において審議し
ましたので、別紙のとおり答申します。

１府中市学校施設改築・⻑寿命化改修計画素案は、別紙のとおり、まと
めました。

２学校施設の老朽化対策については、児童・生徒が毎日を安全・安心に
学校生活を送るため、重要かつ喫緊の課題であることから、厳しい財政
状況においても、財源の確保に努めながら、着実かつ確実に推進してい
ただくようお願いいたします。

３本協議会では、学校施設が地域の方々の生涯学習や文化、スポーツ活
動の場であり、災害時の避難所であることから、「地域と連携し、地域
の拠点となる学校」の在り方について、特に時間をかけて、丁寧に議論
を行ってきました。このことから、老朽化対策を実施する学校では、学
校施設に求められる様々な機能や役割を捉えながら、地域の特色や独自
性をいかした、地域から愛される学校づくりに努めるようお願いいたし
ます。

４本計画については、児童・生徒数の増減や新たに求められる教育ニー
ズ、地域から求められる役割等の様々な状況の変化に柔軟に対応できる
よう、定期的に計画を見直すようお願いいたします。

５継続的に実施される老朽化対策が発展的なものとなるよう、老朽化対
策を実施した学校の点検・評価を実施し、より良い学校施設の整備に努
めていただくようお願いいたします。

付 属 機 関
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５．業務プロセスと成果

事業推進
意⾒調整
（ソフト面）

❷⽼朽化対策の総事業費と将来スケ
ジュールの算定と庁内合意

❸計画策定時期の遅れに伴う⽼朽化
対策着手の遅れへの対応

❹改築時の公⽴学校としての標準的な
整備水準の設定

発注者の課題 成果

❷2年で2校のペース、32年間で整備する
将来スケジュール。総事業費1370億に対
し、改築基⾦による財源確保。

❸計画策定と並⾏して「早期改築着⼿校」を
選定、改築事業をスタート。

❹改築後に、公平な教育環境を保てるよう、
改築時の整備方針を、改築・⻑寿命化計
画内に定めた。

技術検討
整備期間・費用
（ハード面）

❶⽼朽化対策実施校の順位付けや整
備手法(改築/⻑寿命化改修)の検討

❶⽼朽化調査を踏まえ、整備順序のグルー
プ分け。建築年数・児童⽣徒推計等を考
慮し、理論的に改築事業を選択。

円滑に
改築事業を
⽴ち上げる

❺改築の実施時期が遅い学校の大規
模改修の検討

❺『学校施設大規模改修整備方針』を作成
し、学校施設の「改築」と「大規模改修」の
両輪で計画的に取り組むことができている

CM事業者への期待と成果 ❺
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大規模改修整備方針 ／ ⼤規模改修の実施スケジュールを⽴てやすくする

５．業務プロセスと成果 ︓ 学校整備費 これまで、今後

令和３年度から令和３２年度までの３０年間で
これまでの 学校整備費の年平均 約 ２５．６ 億円（左）
（平成２２年度から平成３０年度まで）

今後の 学校整備費の年平均 約 ５４．３ 億円（右）

これまで

今後
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５．業務プロセスと成果 ︓ [計画概要版] 〜誰が読んでも分かる計画づくり〜
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５．業務プロセスと成果 ︓ [計画本編︓イラスト多様] 〜新しい学校の⽬⽟〜
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６．学校施設⽼朽化対策における計画策定とＣＭ業務の効果（振り返り）

＜計画策定の効果＞
❶市の重要課題であった学校施設の⽼朽化対策について、着実かつ計画的に実施に向け、各学
校の整備順序、整備手法を示すことができた。

❷整備期間と総事業費を⽰し、財政部⾨と、改築基⾦の新設による財源確保の合意形成を得た。

❸学校・諸室等の整備方針を定め、改築後の学校で公平な教育環境を確保できるようになった。

❹改築が遅いグループの学校で、改築までに必要な大規模改修を計画的に実施できるようになった。

＜ＣＭ業務の効果＞
❶技師不⾜の中、事務職のみで、学校施設の⽼朽化対策の道筋を本業務内で⽰すことができた。

❷建築技術・知識的な⽀援（ハード⾯）により、整備順序・整備⼿法等を理論的に決定できた。

❸アンケートやＷＳの実施、附属機関の運営⽀援など、関係者との合意形成を丁寧に図れた。

❹早期改築着⼿校は、建物の耐⽤年数から、計画策定と並⾏し着⼿すべきとの助⾔があった。

❺設計者に伝わる整備方針を作り、設計者へ市のコンセプトをスムーズに伝達することができた。
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改築事業

早期改築着手校（府中第八小小学校、府中第一中学校）

八小 一中
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普通教室︓計画策定時イラスト ➡ 実際の利⽤状況写真
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メディアセンター︓計画策定時イラスト ➡ 実際の利⽤状況写真
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校務センター︓計画策定時イラスト ➡ 実際の利⽤状況写真
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校⻑室（学校経営ルーム）︓計画策定時イラスト ➡ 実際の利⽤状況写真
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府中八小の特徴

２階 バルコニー
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府中一中の特徴

１階 かしの樹ホール
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今後の本市の学校施設⽼朽化対策の進め方

早期改築着手校(Ｈ30〜Ｒ4)

第二期改築校 （Ｒ2〜7）

改築費の増加

様々な変化
・35人学級
・１人１台タブレット
・物価高騰
・コロナ後の少⼦化進⾏
・ゼロ・カーボン
・避難所機能

Ｈ29〜Ｒ１

Ｒ１〜

Ｒ５

Ｒ５・６
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ご清聴、ありがとうございました

『府中市学校施設改築・⻑寿命化改修計画
〜 早期着手２校』 事例紹介

“学校の改築計画のハード・ソフト連携による発注者支援について”


